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代々木図書館新聞
代々木図書館
2014年3・4・5月の予定
3月
● 3月20日（木）15時～15時30分
 おはなし会

● 3月22日（土）9時～
 雑誌リサイクル
 体験! 1日図書館員

● 3月27日（木）15時～15時30分
　おはなし会

4月
● 4月3日（木）15時～15時30分
 おはなし会

● 4月17日（木）15時～15時30分
 おはなし会

● 4月19日（土）15時～15時30分
　おはなしとこうさく会

● 4月24日（木）15時～15時30分
 おはなし会

● 4月26日（土）9時～
 雑誌リサイクル

5月
● 5月1日（木）15時～15時30分
 おはなし会

● 5月15日（木）15時～15時30分
 おはなし会

● 5月17日（木）15時～15時30分
 おはなしとこうさく会

● 5月22日（木）15時～15時30分
 おはなし会

● 5月24日（土）9時～
 雑誌リサイクル

● 5月29日（木）15時～15時30分
 おはなし会
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3月 16（日）・18（火）・25（火） 4月 1（火）・8（火）・10（木）・15（火）・20（日）・22（火）・29（火）
5月 6（火）・8（木）・9（金）・10（土）・11（日）・13（火）・18（日）・20（火）・27（火）

2014年3月・4月・5月の休館日（5月9日～11日は特別整理期間です）

と
な
り
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
の
結
果
生

ま
れ
た
の
が
、
輪
郭
線
を
用
い
ず
、
色

線
を
空
刷
毛
で
ぼ
か
し
重
ね
る
と
い
う

技
法
で
す
。

　

し
か
し
、
従
来
の
日
本
画
の
常
識
に

反
す
る
斬
新
な
表
現
は
、
画
壇
か
ら
酷

評
を
受
け
ま
し
た
。〝
朦
朧
体
〞
と
い

う
言
葉
も
当
時
は
批
判
や
揶
揄
を
含
ん

だ
呼
称
で
、
そ
の
悪
評
は
「
落
葉
」
が

文
展
で
賞
を
受
賞
す
る
明
治
42
年
ま
で
、

約
10
年
間
続
く
の
で
す
。

●
生
涯
の
友
、
横
山
大
観

　

東
京
美
術
学
校
の
先
輩
、
後
輩
と
し

て
出
会
っ
た
大
観
と
春
草
。
大
観
自
身

が
、
春
草
を
氷
、
自
身
を

火
と
例
え
た
よ
う
に
性
格

は
真
逆
で
、
年
齢
も
大
観

の
方
が
六
歳
年
上
で
し
た

が
、
彼
ら
は
目
的
や
理
想

を
同
じ
く
し
て
い
ま
し
た
。

　

天
心
の
主
宰
す
る
日
本

美
術
院
の
創
立
に
揃
っ
て

　

菱
田
春
草
は
、
日
本
画
の
近
代
化
に

尽
力
し
た
岡
倉
天
心
に
師
事
し
、
横
山

大
観
、
下
村
観
山
、
木
村
武
山
と
と
も

に
明
治
時
代
に
活
躍
し
た
日
本
画
家
で

す
。

　

眼
病
を
患
っ
て
光
を
失
い
、
36
歳
と

い
う
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
春
草
。
彼
が

晩
年
の
2
年
余
を
過
ご
し
、「
落
葉
」

や
「
黒
き
猫
」
と
い
っ
た
代
表
作
を
描

い
た
の
が
代
々
木
の
地
で
す
。

●
空
気
を
描
き
た
い

　
「
空
気
を
描
く
工
夫
は
な
い
か
」
没

線
描
法
（
朦
朧
体
）
と
い
う
表
現
方
法
の

試
み
は
、
天
心
の
そ
ん
な
言
葉
が
契
機

参
加
し
、
諸
外
国
へ
の
外
遊
や
、
連
名

で
の
論
文
の
発
表
、
朦
朧
体
の
確
立
な

ど
、
様
々
な
場
面
で
行
動
を
共
に
し
て

い
ま
す
。

　
「
春
草
に
し
て
今
ま
で
在
世
し
て
あ

ら
ん
に
は
、
僕
の
絵
も
モ
ッ
ト
進
ん
だ

で
あ
っ
た
ろ
う
」
春
草
の
死
を
、
大
観

は
後
々
ま
で
嘆
い
て
い
た
と
い
い
ま
す
。 代々木図書館近くにある木碑

代表作　「黒き猫」

菱田春草
夭折の日本画家

左から：『もっと知りたい菱田春草』鶴見香
織著　東京美術／『近代日本画、産声のと
き』児島孝著　思文閣出版／『現代日本美
術全集3』後藤茂樹編　集英社
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渋
谷
の
文
学
❺

加
藤
シ
ゲ
ア
キ

―
単
な
る
ア
イ
ド
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
―

　

出
会
い
は
9
歳
の
時
、
真
吾
が
住
む
横

浜
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
大
貴
が
引
っ
越
し
し

て
き
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ふ
た
り

は
渋
谷
に
あ
る
同
じ
大
学
付
属
の
私
立
中

学
に
入
学
し
た
た
め
、
中
学
、
高
校
の
6

年
間
を
渋
谷
で
過
ご
し
ま
す
。
渋
谷
ク
ロ

ス
タ
ワ
ー
2
階
に
あ
る
尾
崎
豊
の
レ
リ
ー

フ
前
や
バ
ン
ド
の
た
ま
り
場
だ
っ
た
美
竹

公
園
な
ど
、
様
々
な
経
験
を
共
有
す
る
う

ち
に
お
互
い
が
大
事
な
存
在
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
し
か
し
、
東
横
線
の
渋
谷
駅
前

で
雑
誌
モ
デ
ル
と
し
て
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て

か
ら
、
ふ
た
り
の
人
生
は
大
き
く
動
き
、

す
れ
違
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

著
者
の
加
藤
シ
ゲ
ア
キ
は
、
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

事
務
所
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
N
E
W
S

の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
一
人
称
で
書
か
れ
て

い
る
た
め
感
情
移
入
し
や
す
く
、
時
お
り

彼
の
顔
が
主
人
公
と
重
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

第
二
作
『
閃
光
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
』
に
次

い
で
、
第
三
作
『
B
u
r
n.

│
バ
ー
ン
│
』

が
出
版
さ
れ
ま
す
。
三
作
目
は
、
宮
下
公

園
が
舞
台
。

『ピンクとグレー』
加藤シゲアキ著　角川書店

ご紹介した本は、すべて渋谷区立図書館で借りられます。

大
人
の
た
め
の

お
は
な
し
会

　

1
月
13
日
（
月
）、「
初
笑
い
!
大
人
の

た
め
の
お
は
な
し
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

代
々
木
図
書
館
で
は
初
の
試
み
で
し
た
が
、

大
勢
の
お
客
さ
ま
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
日
は
成
人
の
日
で
も
あ
り
、

い
つ
も
は
子
ど
も
の
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
が
、

大
人
の
皆
さ
ん
の
笑
い
声
に
満
ち
て
大
い

に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

出
し
物
は
落
語
と
漫
才
で
す
。
富
ヶ
谷

図
書
館
で
も
前
日
に
同
じ
催
し
を
行
い
ま

し
た
が
、
2
日
と
も
参
加
の
お
客
さ
ま
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

寄
席
に
行
く
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
は

間
近
で
聞
け
て
良
か
っ
た
。
ま
た
、
催
し

が
あ
る
時
に
は
知
ら
せ
て
、
と
い
う
あ
り

が
た
い
感
想
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

保
育
園
ご
招
待
会

　

2
月
5
日
（
水
）
に
代
々
木
保
育
園
の

お
友
達
を
ご
招
待
し
て
、
特
別
な
お
は
な

し
会
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
紙
芝
居
『
ご
き
げ
ん
の
わ
る
い

コ
ッ
ク
さ
ん
』
や
、
み
ん
な
の
好
き
な
絵

本
『
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
』
を
読
み
ま
し

た
。
絵
本
の
あ
と
は
あ
お
む
し
が
食
べ
た

も
の
を
あ
て
る
ク
イ
ズ
。
み
ん
な
元
気
に

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
『
せ
つ
ぶ

ん
』
で
す
。
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
は
、
パ
ネ

ル
の
上
に
登
場
人
物
や
背
景
な
ど
の
絵
を

貼
っ
た
り
、
動
か
し
た
り
す
る
も
の
。
せ

つ
ぶ
ん
の
日
に
ど
う
し
て
豆
ま
き
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
か
、
と
い
う
お
話
に
合
わ

せ
て
、
鬼
や
百
姓
夫
婦
が
動
く
の
を
熱
心

に
見
入
る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

真剣に見入る園児たち

出演者の皆さん

震災の折、釜石市では小中学生の99.8%が津波から逃れ、奇跡と呼ばれました。ここには「津波てんでんこ」という教訓があるのです。それでも、
多くの方が亡くなりました。このことを千年先に伝えようと、2月に新たな行事が行われました。高台へ駆け上がる「韋駄天競争」です。この災害
が、私たち皆の教訓として記憶されますように。

編集後記

最近これ読みました❼
『遺体』石井光太著　新潮社
　2011年3月11日に発生した東日本大震災の甚大な被害。その
状況を、岩手県釜石市の遺体安置所での様子を中心に記した
ルポルタージュ。様々な立場の人々の目を通すことによって、
より克明に記しています。
　過酷な状況の中、すべての人々に共通してみられるのは、被
災し亡くなってしまった方々を、きちんと家族の下に帰してあげ
たいという熱い思い。そして、生き残ることができた家族が、悲
しみを乗り越え少しでも前を向いて再出発できるようにと願う、悲痛な心の叫びです。
　映像だけでははかり知ることができない、被災者の方々の苦悩と強さ。生と死の尊
厳がここにあります。

1日図書館員募集
図書館の仕事を体験してみませんか?
小学校4～6年生が対象です。
カウンターまたは電話で申し込んで下さい。

実施日：3月22日（土）
応募受付期間：3月15日（土）～20日（木）
定員：4人（抽選）
問い合わせ：代々木図書館　
Tel.3370-7566


